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中
大
の
取
組
み
・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
説
明

報
道
関
係
者
を
招
き
、
懇
談
会
開
く

　

中
央
大
学
の
近
況
、取
組
み
・

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
報
道

関
係
者
に
広
報
す
る
と
と
も
に
、

広
く
情
報
交
換
し
、
親
睦
を
深

め
よ
う―

と
、「
２
０
０
９
年

度
報
道
関
係
者
と
の
懇
談
会
」

（
広
報
室
主
催
）
が
６
月
25
日
、

中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
で
開

か
れ
た
。

　

こ
の
日
は
招
待
状
を

送
付
し
た
報
道
関
係
各

社
の
な
か
か
ら
約
60
人

が
出
席
。
大
学
側
か
ら

は
、
久
野
修
慈
理
事
長
、

永
井
和
之
総
長
・
学
長

は
じ
め
常
任
理
事
、
副

学
長
、
各
学
部
長
ら
約

20
人
が
出
席
し
、
懇
談

会
と
交
流
会
の
二
部
構

成
で
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
懇
談
会
で

は
、
久
野
理
事
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
日
本
が
抱

え
る
食
糧
問
題
や
資
源

問
題
に
触
れ
た
う
え
で
、

「
新
た
な
時
代
を
乗
り

切
る
た
め
に
も
、
日
本
の
未
来

を
背
負
う
若
者
を
育
て
る
こ
と

が
大
学
の
使
命
で
あ
る
」
と
強

調
、
そ
の
使
命
達
成
の
た
め
に

「
大
学
の
舵
取
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
永
井
総
長
・
学
長
が

「
中
央
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ビ
デ
オ

で
説
明
。
ま
ず
、「
大
学
は
一

人
の
人
間
に
基
礎
を
教
え
る
最

後
の
場
で
す
」
と
大
学
教
育

の
重
要
性
を
指
摘
し
、「
大
学

で
伸
び
る
人
は
自
分
の
将
来
の

『
生
き
ざ
ま
』
を
考
え
る
人
。

企
業
で
伸
び
る
人
は
人
間
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
語

学
力
な
ど
基
礎
的
な
力
を
持
っ

て
い
る
人
」
と
述
べ
、「
全
学

的
基
礎
教
育
の
向
上
」
と
「
国

際
化
の
推
進
」
で
中
大
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

　

具
体
的
に
は
「
全
学
共
通
基

礎
科
目
」
や
「
全
学
融
合
教
育

の
拡
充
」
に
つ
い
て
触
れ
、「
高

校
生
の
と
き
に
選
択
し
た
学
部

や
学
科
が
本
当
に
合
っ
て
い
る

の
か
ど
う
か
を
、
学
生
に
考
え

さ
せ
る
」
と
し
て
学
部
を
超
え

た
教
育
の
場
で
あ
る
Ｆ
Ｌ
Ｐ
に

つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
社
会
で

学
ぶ
機
会
と
な

る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
制
度
な

ど
で
充
実
し
た

「
実
学
」
教
育

に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

ま
た
永
井
総

長
・
学
長
は
、

中
央
大
学
の
建

学
の
精
神
で
あ

る
『
実
地
応
用

の
素
を
養
う
こ

と
』
に
触
れ
て
、

資
格
取
得
だ
け

で
は
な
く
、
問

題
処
理
の
た
め
の
考
え
方
な
ど

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

「
国
際
化
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、「
地
球
規
模
の
問
題
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
材
を

輩
出
し
て
い
く
」
と
述
べ
て
、

「
既
存
の
学
部
・
大
学
院
の
国

際
化
」
と
「
新
し
い
教
育
組
織

の
国
際
化
」
の
２
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
挙
げ
た
。

永井総長・学長の説明を聞く報道関係者

乾杯し、和やかな歓談へ
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そ
の
う
え
で
海
外
の
大
学

と
の
相
互
交
換
授
業
や
、
英

語
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
授
業
な
ど
教

育
方
法
の
国
際
化
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
新
し
い
教
育
組
織
と

し
て
は
、「
既
存
学
部
に
刺
激

を
与
え
る
よ
う
な
モ
デ
ル
的
な

学
部
」
の
新
設
や
、
国
際
化
を

担
う
学
生
を
育
て
る
附
属
中
高

一
貫
校
の
新
設
、「
中
大
精
神
」

を
教
育
す
る
た
め
の
新
し
い
施

設
の
建
設
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

永
井
総
長
・
学
長
は
、
最
後

に
「
建
学
の
精
神
を
再
構
築
し
、

世
界
的
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
世
界
に
人
材
を
派

遣
す
る
大
学
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
説
明
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

続
く
質
疑
応
答
で
は
、
報
道

関
係
者
か
ら
活
発
な
質
問
が
相

次
い
だ
。「
モ
デ
ル
的
な
学
部
」

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
永
井

総
長
・
学
長
は
「
地
球
的
課
題

に
応
え
ら
れ
る
人
材
を
つ
く
る

学
部
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

中
で
異
文
化
を
理
解
す
る
学
生

を
育
て
る
。
新
学
部
と
既
存
学

部
を
連
携
さ
せ
、
既
存
学
部
の

改
革
を
外
か
ら
刺
激
さ
せ
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
中
大
卒
の
報
道
関
係

者
か
ら
は
、「
外
か
ら
見
て
中

大
は
地
味
だ
と
思
う
。
何
で
も

い
い
か
ら
一
番
を
取
る
な
ど
魅

力
あ
る
大
学
に
し
な
い
と
、
い

い
人
材
は
集
ま
っ
て
く
れ
な

い
」
と
い
う
厳
し
い
意
見
も

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
永
井

総
長
・
学
長
は
「
何
か
で
一
番

を
取
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
。

中
大
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

第
一
部
終
了
後
は
、
会
場
を

移
し
て
第
二
部
の
交
流
会
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
報
道
関
係
者
と
大
学
関
係

者
が
歓
談
、
親
睦
を
深
め
た
。

最
後
に
中
川
洋
一
郎
副
学
長
が

挨
拶
し
、
交
流
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

新
部
真
子
＝
文

学
部
４
年
／
廣
瀬
功
一
＝
文
学

部
２
年
／
野
崎
み
ゆ
き
＝
法
学

部
２
年
）

多
摩
市
長
ら
が「
21
世
紀
の
公
務
員
像
」を
語
る

理
工
学
部
で
第
１
回
都
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　

理
工
学
部
の
新
し
い
「
協
働

（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」
づ

く
り
を
目
指
す
第
１
回
都
市
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
７
月
４
日
、

「
21
世
紀
の
公
務
員
像
〜
中
央

大
学
都
市
環
境
学
科
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
、
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　

都
市
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

09
年
４
月
、
土
木
工
学
科
の
名

称
が
都
市
環
境
学
科
に
改
称
さ

れ
た
の
を
機
に
、
学
生
と
卒
業

生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を

図
ろ
う
と
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
日
は
多
摩
市
の
渡
辺
幸
子

市
長（
１
９
７
２
年
法
学
部
卒
）

の
基
調
講
演
と
、
公
務
員
と
し

て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
公
務

員
を
志
す
学
生
ら
約
40
人
が
熱

心
に
聞
き
入
っ
た
。

　

渡
辺
市
長

は
基
調
講
演

で
、
は
じ
め
に

公
務
員
に
な
っ

た
理
由
に
つ
い

て
①
男
女
平
等

で
あ
る
こ
と
②

福
祉
の
仕
事
が

し
た
か
っ
た
こ

と
―
を
挙
げ

て
、
急
速
に
発

展
す
る
多
摩
市

を
と
く
に
選
ん

だ
と
説
明
。
市

民
課
を
ス
タ
ー

ト
に
、
希
望
し
て
い
た
福
祉
で

は
障
害
者
や
保
育
園
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
業
務
に
関
わ
り
、
さ
ら

に
文
化
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
市
民
と
共
に
歩
ん
だ
職
員
時

代
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
体
験
を

踏
ま
え
て
「
市
民
目
線
で
の
政

策
形
成
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
渡
辺
市
長
は
会
場
か

ら
の
質
問
に
答
え
、「
市
民
パ

ワ
ー
を
い
か
に
生
か
す
か
で
自

治
体
の
将
来
が
決
ま
っ
て
く
る第１回都市環境フォーラム
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と
思
う
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

こ
の
あ
と
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

渡
辺
市
長
と
加
藤
和
博
氏
（
１

９
７
３
年
卒
）、小
山
豊
氏
（
１

９
７
７
年
卒
）、
磯
田
博
和
氏

（
１
９
８
６
年
卒
）、
前
川
亮

太
氏
（
１
９
９
８
年
卒
）
が
出

席
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
加
藤
氏
（
千

葉
県
庁
勤
務
）
は
、
公
務
員
の

や
り
が
い
に
つ
い
て
「
仕
事
中

に
市
民
の
方
か
ら
労
り
の
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
」
と

県
民
と
の
触
れ
合
い
を
挙
げ

た
。
小
山
氏
（
相
模
原
市
役
所

勤
務
）
は
、「
広
い
視
野
を
も
っ

て
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
。

磯
田
氏
（
川
崎
市
役
所
勤
務
）

は
、公
務
員
像
に
つ
い
て「
我
慢
、

不
満
を
も
つ
人
を
い
か
に
少
な

く
す
る
か
だ
」
と
の
考
え
を
披

瀝
。
ま
た
前
川
氏
は
（
国
土
交

通
省
勤
務
）は
、「
自
分
が
計
画
・

立
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
結

果
と
し
て
町
や
道
路
に
な
っ
て

い
く
」
と
公
務
員
の
仕
事
の
魅

力
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
公
務
員
を
目
指
す
学

生
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
前
川
氏
は
「
積
極
的
に
人

の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
」、
磯
田
氏
は
「
現
場

を
大
事
に
」
と
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
。

小
山
氏
は
「
心
の
根
底
に
『
土

木
』
を
留
め
て
い
て
欲
し
い
」

と
学
科
の
名
称
が
変
わ
っ
て
も

『
土
木
』
へ
の
愛
惜
を
強
調
。

　

ま
た
加
藤
氏
は
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
コ
ン
サ
ル
ト
会

社
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
ら

よ
い
」
と
提
案
。
渡
辺
市
長
は

「
（
仕
事
に
）
誇
り
を
持
っ
て

欲
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

　

都
市
環
境
学
科
は
、
安
全
・

利
便
・
快
適
そ
し
て
品
格
の
あ

る
都
市
の
生
活
環
境
を
市
民
と

と
も
に
創
造
し
、豊
か
な
環
境
・

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
責
任
を
果
た
せ
る
技
術
者
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

（
学
生
記
者　

池
谷
祐
宜
＝
商

学
部
３
年
）

望
月
理
香
さ
ん（
理
工
院
修
了
）が
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

第
23
回
先
端
技
術
大
賞「
色
弱
補
正
法
の
研
究
」で

　

中
央
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
情
報
工
学

専
攻
２
０
０
８
年
度
修
了
生
の

望
月
理
香
さ
ん
が
、
先
端
技
術

分
野
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ

げ
た
理
工
系
学
生
と
企
業
の
若

手
研
究
者
を
表
彰
す
る
「
第
23

回
独
創
性
を
拓
く　

先
端
技
術

大
賞
」（
主
催
・
フ
ジ
サ
ン
ケ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
、
後
援
・
産

経
新
聞
社
な

ど
）
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
。
授
賞

式
は
７
月
23
日
、

高
円
宮
妃
殿
下

ご
臨
席
の
下
、
東
京
・
元
赤
坂

の
明
治
記
念
館
で
行
わ
れ
、
望

月
さ
ん
に
浮
島
と
も
子
・
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
か

ら
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

先
端
技
術
大
賞
は
、
若
手
研

究
者
の
独
創
性
を
育
み
、
科
学

技
術
創
造
立
国
の
実
現
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
１
９
８

７
年
に
創
設
さ
れ
た
。
今
回
は

学
生
部
門
に
32
件
、
企
業
部
門

に
36
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
審
査
（
委
員
長
：
阿
部

博
之
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

の
結
果
、
望
月
さ
ん
が
応
募
し

た
色
彩
補
正
技
術
を
活
用
し
、

個
々
の
式
弱
者
に
対
応
で
き
る

「
色
弱
補
正
法
の
研
究
」
が
学

生
分
門
の
最
優
秀
賞
で
あ
る
文

部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
見

て
い
る
視
界
の
中
の
色
は
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
他
人
が
そ

の
色
を
ど
の
よ
う
な
色
と
し
て

見
て
い
る
か
は
、
誰
も
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
し
て

や
色
弱
者
に
な
る
と
、
ど
の
色

が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
て
、

健
常
者
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の

か
、
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に

わ
か
ら
な
い
。

　

望
月
さ
ん
は
、
こ
の
点
に
着

目
し
、
色
の
感
じ
方
を
定
量
化

し
、
色
弱
者
と
健
常
者
の
色
の

見
え
方
の
違
い
を
具
体
的
に
表

し
、
そ
こ
か
ら
補
正
を
行
う
こ

と
で
、
色
弱
者
が
よ
り
健
常
者

の
見
て
い
る
色
と
同
じ
色
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 望月理香さん
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る
新
し
い
方
法
を
開
発
し
た
。

　

色
の
識
別
と
い
う
芸
術
的
観

点
と
、
色
弱
者
に
対
す
る
新
し

い
治
療(
補
正)

法
と
い
う
医

療
的
観
点
、
そ
し
て
リ
ー
マ
ン

幾
何
学
を
用
い
て
人
の
感
覚
を

具
現
化
す
る
と
い
う
数
学
的
観

点
の
３
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
分
野
を
融
合
さ
せ
て
見
出
し

た
研
究
は
、「
斬
新
的
な
発
想

に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
」
と

い
う
評
価
を
受
け
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

望
月
さ
ん
が
、
受
賞
の
知
ら

せ
を
聞
い
た
の
は
、
母
親
か
ら

の
携
帯
メ
ー
ル
だ
っ
た
。「
卒

業
記
念
の
感
じ
で
応
募
し
た
の

で
、
受
賞
を
聞
い
た
時
は
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。
た
だ
、
私
は

も
う
働
い
て
い
た
の
で
受
賞
を

聞
い
た
次
の
日
も
仕
事
に
行
き
、

あ
ま
り
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で

し
た
」。受
賞
し
た
研
究
論
文
は
、

修
士
２
年
を
卒
業
す
る
と
き
に

書
い
た
も
の
で
、
望
月
さ
ん
は

今
春
か
ら
企
業
の
研
究
所
に
勤

務
し
て
い
る
。

　

「
も
と
も
と
数
学
が
好
き
で
、

絵
画
な
ど
の
芸
術
・
美
術
も
好

き
だ
っ
た
」
と
い
う
望
月
さ
ん
。

全
く
異
な
る
２
つ
の
こ
と
を
合

わ
せ
て
何
か
で
き
な
い
か
、
と

考
え
、
指
導
教
官
の
趙
晋
輝
教

授
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
に

研
究
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

「
趙
先
生
は
、
物
事
を
楽
し

く
考
え
る
方
で
、
自
分
が
研
究

に
行
き
詰
っ
て
い
る
時
に
相
談

に
行
く
と
、
と
て
も
楽
し
い
方

向
で
考
え
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

研
究
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
か
な
り
や
り
ま
し

た
」

　

望
月
さ
ん
は
、
研
究
で
大
変

だ
っ
た
の
は
「
ひ
と
つ
の
実
験

に
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
で
す
」
と
い
う
。「
１
人
の

人
間
に
対
し
て
ひ
と
つ
の
色
を

実
験
す
る
の
に
２
時
間
く
ら
い

か
か
り
ま
す
。
休
憩
を
は
さ
ん

だ
り
、
被
験
者
が
実
験
に
慣
れ

る
ま
で
の
デ
ー
タ
は
使
わ
な
い

の
で
、
実
質
４
時
間
以
上
か

か
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」。

　

趙
教
授
は
「
望
月
さ
ん
は
非

常
に
根
気
よ
く
実
験
を
続
け
て

く
れ
た
」
と
称
賛
。
望
月
さ
ん

自
身
は
、「
と
て
も
の
め
り
こ

む
タ
イ
プ
で
す
。
ひ
と
つ
の
こ

と
を
考
え
続
け
る
こ
と
が
好
き

で
す
し
、
得
意
な
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
」
と
自
己
分
析
し
た
。

　

授
賞
式
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

会
場
で
は
、
受
賞
者
の
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
、
研
究
内
容
に
つ

い
て
受
賞
者
と
自
由
に
質
疑
応

答
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
望
月
さ
ん
の
パ
ネ
ル
の
前

は
常
に
人
だ
か
り
が
で
き
て
い

た
。

　

「
質
問
の
中
で
一
番
多
か
っ

た
の
は
、『
色
弱
者
』
と
い
う

の
は
実
際
に
ど
の
色
が
わ
か
り

に
く
い
の
か
、
と
い
う
も
の
で

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
実
用
化

で
き
る
の
か
、
と
い
う
質
問
や
、

人
が
見
て
い
る
色
が
わ
か
る
、

と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
」

　

望
月
さ
ん
は
、
今
後
に
つ
い

て
「
今
ま
で
色
彩
に
つ
い
て
研

究
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
研

究
を
続
け
る
に
し
て
も
、
色
彩

に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

学
ん
で
専
門
家
に
な
り
た
い
。

何
か
ひ
と
つ
秀
で
た
人
に
な
り

た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

将
来
を
見
据
え
て
い
る
。

　

望
月
さ
ん
は
勤
務
の
か
た
わ

ら
９
月
か
ら
社
会
人
ド
ク
タ
ー

と
し
て
中
央
大
学
に
再
び
通
う
。

「
大
学
で
の
研
究
は
、
土
曜
日

な
ど
に
時
間
を
見
つ
け
て
続
け

て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
い
う
。

「
ま
だ
ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
今
後
の

研
究
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い

た
。

（
学
生
記
者　

橋
本
奈
緒
美
＝

大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
２

年
）

高円宮妃殿下ご臨席のもとで、文部科学大臣賞を受賞する望月理香
さん（産経新聞社提供）
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多
摩
地
域
の
小
学
生
に
多
摩

の
良
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い

―

と
８
月
６
、
７
の
両
日
、
第

６
回
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
主
催
：
社
団
法
人

第
６
回
体
験
型
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
く

「
食
育
と
地
産
地
消
」テ
ー
マ
に
16
大
学
参
加

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
）
が
開
か

れ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
に
加
盟
す

る
中
央
大
学
は
じ
め
実
践
女
子

短
期
大
学
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
、
明
星
大
学
な
ど
が
参

加
。
開
催
ま
で
の
準
備
段
階
で

は
、
中
央
大
学
を
活
動
の
拠
点

に
16
大
学
の
学
生
91
名
が
参
加

し
て
作
業
を
進
め
、
当
日
は
約

１
０
０
名
の
小
学
生
が
参
加
し

た
。

　

当
日
は「
食
育
と
地
産
地
消
」

を
テ
ー
マ
に
し
、
多
摩
地
域
で

と
れ
た
野
菜
の
調
理
や
青
梅
畜

産
セ
ン
タ
ー
で
乳
し
ぼ
り
の
体

験
を
行
っ
た
。

　

小
学
生
に
栄
養
の
大
切
さ
を

伝
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
実

践
女
子
短
大
で
食
育
を
教
え
る

白
尾
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、

五
大
栄
養
素
に
扮
し
た
大
学
生

の
栄
養
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
栄
養
の
効
果
を
寸
劇
を
交

え
て
伝
え
た
。

　

実
践
女
子
短
大
１
年
の
新
海

梓
さ
ん
は
、「
楽
し
み
な
が
ら
、

小
学
生
に
き
ち
ん
と
栄
養
を
理

解
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
た
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
に
農
業
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

乳
し
ぼ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
た
の
は
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
の
学
生
だ
。
実
地
研
修

や
机
上
で
学
ん
だ
知
識
を
小
学

生
に
伝
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
栄
養
の
知
識
だ

け
で
な
く
農
業
や
多
摩
地
域
に

つ
い
て
な
ど
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
参
加
す
る
子
供
に
と
っ

て
総
合
的
な
学
習
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
総
合
的
な
学
び

の
場
を
実
現
す
る
た
め
に
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
た
の
が
、
中

央
大
学
総
合
政
策
学
部
の
細
野

助
博
ゼ
ミ
の
学
生
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
３
年
、

阿
部
敏
さ
ん
は
、「
大
学
や
学

部
を
越
え
た
様
々
な
人
が
知
識

を
出
し
あ
い
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
で
こ
ん
な
に
も
大
き
な
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
と
、
学
生
の

可
能
性
を
感
じ
た
。
こ
の
経
験

や
喜
び
を
多
く
の
学
生
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
さ
ら
に

多
く
の
学
生
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

今
回
の
第
１
部
に
続
き
、
第

２
部
は
11
月
７
日
に
高
尾
の
わ

く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
か
れ
る
。

（
学
生
記
者　

山
岸
怜
奈
＝
総

合
政
策
学
部
３
年
）

栄養レンジャー


